 京田辺市ホームページリニューアル業務委託審査基準要領

１．概要
本業務の審査・選定は、本市が設置した選定委員会により公募型プロポーザル方式を実施する。

２．選定委員会
　　本業務における選定委員会の構成員は、以下のとおりとする。

ア　委員長　　副市長
　　イ　委員　　企画政策部長
　　ウ　委員　　総務部長
　　エ　委員　　市民部長
　　オ　委　員　　こども未来部長

３．審査方法
（１）担当部署において提出書類に基づいて参加資格審査、CMS機能評価を実施し、５社以上から参加表明書の提出があった場合は、配点合計上位５社を企画提案書提出者の対象とする。同点の場合は、５社を超えて選定するものとする。なお、参加表明書の提出が５社未満の場合でも提出書類による参加資格審査、CMS機能評価は実施するものとする。
（２）審査会は原則、企画提案書に基づきプレゼンテーション審査を実施する。また、本市が定めた審査基準に基づき採点し、参加資格審査評価、CMS機能評価、企画提案書に基づくプレゼンテーション審査評価、価格評価による採点の合計点が最も高い者から第１位順位として順位を選定する。なお、最高合計点が同点の場合、見積金額が低い者を第１位順位として選定する。
（３）前項にかかわらず、総合点が６割未満の場合は、候補者として選定しない。
（４）提案事業者が１社のみの場合であっても、企画提案書等の書類審査及びプレゼンテーション審査会を行い、最低水準点以上（総合点の６割以上）であれば、優先交渉権者とする。
（５）以下に掲げる事項に該当する者は失格とする。
ア　提出した書類に虚偽の内容を記載した場合 
イ　本募集要領に示した企画提案書等の作成及び提出に関する条件に違反した場合 
ウ　価格提案書の金額が委託上限額を超える場合 
エ　仕様書の条件を満たさない提案を行った場合 
オ　評価の公平性に影響を与える行為があった場合 
カ　その他選定結果に影響を及ぼすおそれのある不正行為を行った場合

４．審査基準
企画提案書等の書類審査及びプレゼンテーション審査会による採点の評価点については、以下のとおりとする。
	参加資格審査評価
	CMS機能評価
	企画提案書に基づく
プレゼンテーション審査評価
	価格評価
	合計

	１００点
	１５０点
	６００点
	１５０点
	１０００点



ア．参加資格審査評価
提出された参加申込書類（様式第１～３号）に対し、事務局が下記の評価基準に沿って採点する。評価基準Ａ～Ｅまでを設け、各配点に当該区分の係数を乗じた値を審査項目ごとの内容点とし、その合計点とする。
	審査項目
	審査内容
	配点

	経営規模等
	経営規模・履行保証力・瑕疵担保力・社会貢献度は総合的に評価し妥当であるか。
	３０点

	[bookmark: _GoBack]業務実績
	京都府において本業務と同種・類似業務の実績があるかどうか。
	３０点

	表彰実績
	事業者として表彰された実績を有しているか
	２０点

	事業者認証状況
	ISMS認証、プライバシーマーク認証を取得しているか。
	２０点

	
	合計
	１００点


【評価基準】
	評価
	係数

	Ａ：非常に優れている。
	１．０

	Ｂ：優れている。
	1． ８

	Ｃ：標準的である。
	０．６

	Ｄ：十分ではない。
	０．３

	Ｅ：要件を満たしていない。または、確認できない。
	０．０



イ.CMS機能評価
・本市が、様式第７号CMS機能要件回答書一覧で示す要件は「重要機能」と「推奨機能」の２種類である。
①「重要機能」は、本業務を遂行する上で必要となる要件である。
②「推奨機能」は、システムの機能として対応していることが推奨される要件である。
③各者の持ち点を１５０点とし、機能要件一覧の対応状況に応じて以下の通り減点方式で事務局が採点する。
重要機能　○：減点無し、□：５点減点、△：５点減点、×：１０点減点
推奨機能　○：減点無し、□：５点減点、△：５点減点、×：８点減点

ウ．企画提案書に基づくプレゼンテーション審査評価
企画提案の内容を各選定委員が下記の評価基準に沿って採点する。評価基準Ａ～Ｅまでを設け、各配点に当該区分の係数を乗じた値を審査項目ごとの内容点とし、その合計点とする。各選定委員の平均点を評価点とする。
	審査項目
	審査内容
	配点

	本業務に対する取組方針
	本業務に対する基本的な考え方、体制、スケジュールについて総合的に判断する
	５０点

	デザイン・サイト構成
	閲覧者にとって見やすく操作がしやすいかを評価する
	１００点

	CMSの機能
	CMSの操作性や機能について評価する
	１００点

	アクセシビリティへの対応
	高齢者、障害者を含めすべての利用者が支障なく利用できるサイトか評価する
	８０点

	データ移行
	スムーズなデータ移行業務を評価する
	６０点

	職員研修
	職員にとって有効な研修内容となっているか
	３０点

	システムの性能
	セキュリティ対策は万全か評価する
	６０点

	運用・保守方法
	導入後の保守・運用サポートの内容が適切であるか評価する
	５０点

	追加提案
	本市に有益な提案ができているか
	７０点

	
	合計
	６００点


【評価基準】
	評価
	係数

	Ａ：特に効果的なプレゼンテーション内容である。（非常に優れている）
	１．０

	Ｂ：効果的なプレゼンテーション内容である。（優れている）
	０．８

	Ｃ：標準的なプレゼンテーション内容である。（標準的である）
	０．６

	Ｄ：プレゼンテーション内容が乏しい。（十分ではない）
	０．３

	Ｅ：要件を満たしていない。または、確認できない。
	０．０




エ.価格評価
提出された見積書に対し、事務局が以下のとおり採点を実施する。
	費用
	１５０×（提案者のうち最低見積額／見積額）
小数点第２位以下切り捨て
	１５０点

	合計
	１５０点


価格評価に用いる見積額は、リニューアル業務委託費用 ＋ ５年間（６０ヶ月分）の保守運用費用の合算値とする。なお、消費税及び地方消費税を除いた金額を記載すること。
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